第５２回全沖縄高等学校美術工芸教育作品展開催要項
１．趣　　旨　
本教育作品展は、沖縄県内各高等学校で行われる美術工芸教科において美術教職員が本年度実施し　た課題内容を、広く一般に紹介する機会であると同時に、美術・工芸教育の開拓と検証によって高等学校の美術・工芸教育の質の向上と発展に寄与するものとして取り組みを続けています。
　　今年度は新型コロナウイルス感染拡大防止のため、十分な対策を講じながら進めていきたいと思っています。
２．主　　催　：　沖縄県高等学校文化連盟美術・工芸専門部／沖縄県高等学校美術工芸教育研究会
３．と　　き　：　令和３年２月５日（金）～　７日（日）
４．と こ ろ　：　県立博物館・美術館　県民ギャラリースタジオ
５．出品規格　：　授業作品・展示幅(最大３ｍ)・平面及び立体
６．搬入･設営　：  ２月５日（金）１０～１２時、会場作成・開場準備
７.　展示期間　：　２月５日（金）１２時 ～ １８時
６日（土）１０時 ～ １８時
７日（日）１０時 ～ １５時
８.　授業作品交流会　：　２月７日（日）１３時 ～（教師対象）
９．搬出及び片付け　：　２月７日（日）１５時 ～ １７時

　別紙 (様式2) を参考に、ワードで作成した参加申込書の入力データを、
メールに添付し、下記あて送信お願いします。

送信先： nakazaws@open.ed.jp
· 本データはパンフレット作成にも使用いたします。
提出〆切　２０２０年１月２５日（月）

１０．申込方法と
申込締切
１１．問い合わせ　： 県立首里高等学校　教諭　仲里安広（高文連美術工芸専門部専門委員長）　
　　　　　　　　　　〒903‐0816　那覇市松尾1丁目2１番44号
        　　　　　　 TEL：098‐867‐1623　　FAX：098‐866‐7753
（様式２）

第５２回全沖縄高等学校・特別支援学校美術工芸教育作品展
―参加申込書―
	学　校　名
	　　　高等学校

	所　在　地
	

	出品責任者
	

	テ　ー　マ
	

	テーマのねらい
	

	事務局への
連絡事項
	パネル　　　　枚必要。　　テーブル　　　脚　必要。
コンセント（必要･不必要）

	　上記の通り、参加申し込み致します。
　　２０２１年　　月　　　日
　沖縄県高等学校美術工芸教育研究会
　会　長　　渡久山　英雅　殿
学校名　沖縄県立　　　　　高等学校　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　校長名　　　　　　　　　　　

	＜申し込み＞　本様式を参考に、ワードで作成ください。入力データはメールに添付し、
下記あて送信お願いします。

送信先： nakaztoy@open.ed.jp　
※本データはパンフレット作成にも使用いたします。  
提出〆切　２０２１年１月２５日（月）




（様式２）
第５２回全沖縄高等学校・特別支援学校美術工芸教育作品展
―参加申込書―
	学　校　名
	○○高等学校

	所　在　地
	○○市町村

	出品責任者
	○○○　○

	テ　ー　マ
	①オリジナル漢字を作る（1学年）
②想像遊園地制作（共同制作）（２学年）

	テーマのねらい
	①・ゴシック体・明朝体の特徴と書き方の基本を学び、基本的な文字の種類と書き方を習得する。
　・言葉のイメージや形から自分なりの効果的な文字表現ができる。
②・創造力豊かに自分自身の「夢」を広げイメージを形にすることを通して創造性を養う。
　　・繰り返し構想を練り、完成に見通しを立てる中で表現したいものを実現するのに必要な発想力や技能を高める。
　　・グループ制作の形態をとることで個人の責任感を養い、
団結・協力によって制作する喜びや達成感を味わう。


	事務局への
連絡事項
	パネル　　　　枚必要。　　テーブル　　　脚　必要。
コンセント（必要･不必要）

	　上記の通り、参加申し込み致します。
　　２０２１年　　月　　　日
　沖縄県高等学校美術工芸教育研究会
　会　長　　渡久山　英雅　殿
学校名　沖縄県立　　　　　高等学校　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　校長名　　　　　　　　　　　

	＜申し込み＞　本様式を参考に、ワードで作成ください。入力データはメールに添付し、
下記あて送信お願いします。

送信先： nakaztoy@open.ed.jp　
※本データはパンフレット作成にも使用いたします。  
提出〆切　２０２１年１月２５日（月）




· 本年度は取り止めとなりました。
第１９回　高美研　美術教師作品展
実施要項
１．趣　旨　　
　　  私たち高美研の教師は、学校現場において美術の表現意欲を高め、表現を深めることをねらいとしています。そのことは、生涯にわたって芸術としての美術を愛好することができる資質や能力を育成することであり、人間的感動の中から作品と向き合い、創造の喜びを育むことを意図するものです。生徒の多様化が進む今日、教育の困難さも相応に増していくものと思われます。しかし、私たちはどのような状況にあっても、芸術を愛し、芸術を通して精神的、身体的表現を試み、いつの時代にあっても全ての事象に相対しなければなりません。地域の持つ風土性、歴史的特性を理解し、芸術科の立場から生徒へ、父母へ、地域へ、県民へとアピールする必要があるのです。私たちは、日常的に自己の芸術概念を持って作品を制作し、高美研美術教師作品展として展示会を行うものとします。
２．主　催    沖縄県高等学校美術工芸教育研究会

３．日　時    ２０１９年２月１日（金）～３日（日）

４．会　場　　県立博物館美術館　県民ギャラリースタジオ
５．出品数    １～２点

６．搬入及び展示   　２０１９年２月１日(金）１０時～

７．搬出及び片付け 　２０１９年２月３日(日)  １５時～

  ８．申し込み締切 　　２０１９年１月１８日(金)  
 ９．送付先     沖縄県立首里高等学校　教諭　中澤　将    FAX 098-884-3442
１０．その他
　　※別紙参加申込書（様式２）をご記入の上、申し込み下さい。
　　※パンフレットを作成しますので、申し込み期日を厳守(FAX可)願います。
    ※第５０回沖縄県高等学校・特別支援学校美術工芸教育作品展と同時開催となります。
　　※同校にて参加者が複数の場合は参加申込書をコピーしてご使用下さい。
※趣旨をご理解の上、多くの先生方の参加を期待します。

※２月３日（日）１３時より展示授業作品についての情報交換会を行います。多くの先生方の参加よろしくお願いします。
